
新
卒
社
員
へ
の
期
待
は

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮

人
材
紹
介
会
社
の
活
用
で

幹
部
候
補
生
の
獲
得
へ

取材・文／本間学　撮影／御堂義乗

人
事
総
務
課
　
課
長
補
佐

須
田
智
徳

す
だ
と
も
の
り
●
2
0
1
5
年
ア
ト
ム

メ
デ
ィ
カ
ル（
株
）入
社
。前
職
よ
り
一
貫
し

て
人
事
に
携
わ
る
。新
卒
採
用
を
担
当

し
て
10
年
。

1
9
3
8
年
創
業
。本
社
は
東
京
都
文
京
区
。従
業
員
数
約
4
0
0
人
。主
な
事
業
は
、医
療
機
器（
産
科
・
婦
人
科
用
機

器
、新
生
児
・
小
児
用
機
器
な
ど
）の
製
造
・
販
売
、輸
出
入
。国
内
の
ほ
か
、イ
タ
リ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
、海
外
展
開
も
進

め
て
い
る
。フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
は「
小
さ
な
生
命（
い
の
ち
）を
救
う
た
め
に
」。
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ア
ト
ム
メ
デ
ィ
カ
ル
㈱

将
来
の
リ
ー
ダ
ー
候
補
を
求
め

定
期
採
用
を
実
施
、紹
介
制
度
を
活
用

　
弊
社
は
、
主
に
産
科
や
新
生
児
科
で

使
用
す
る
機
器
の
製
造
・
販
売
を
行
う

メ
ー
カ
ー
で
す
。
創
業
か
ら
80
年
近
い

歴
史
を
持
つ
会
社
で
す
が
、
２
０
１
５

年
の
新
社
長
の
就
任
を
契
機
に
、
企
業

風
土
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
卒
採

用
も
、
以
前
は
不
定
期
に
実
施
し
て
い

た
も
の
を
定
期
採
用
に
変
え
、
次
世
代

を
担
う
層
の
強
化
を
図
る
こ
と
で
風
土

改
革
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
、弊
社
が
求
め
て
い
る
の
は「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
人
材
」
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
社
内
の
意
思
決
定
は

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
に
近
く
、
現
場
レ
ベ

ル
で
も
上
か
ら
下
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
中
心
で
し
た
。
し
か
し
、
ス

ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
現

場
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、
今
後
は
ポ

ジ
シ
ョ
ン
に
関
係
な
く
、
個
々
が
主
体

性
・
自
立
性
を
持
っ
て
行
動
し
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
卒
採
用

で
も
、
３
回
の
面
接
（
現
場
社
員
、
現

場
責
任
者
、
役
員
）
を
通
し
て
、「
主

体
的
に
判
断
し
、
積
極
的
に
行
動
し
た

経
験
が
あ
る
か
」
を
見
て
い
ま
す
。

　
弊
社
の
新
卒
採
用
枠
は
、
総
合
職
５

人
、
技
術
職
５
人
で
す
。
技
術
職
に
就

く
理
系
の
学
生
は
、
お
お
む
ね
欲
し
い

人
材
を
採
用
で
き
て
い
る
一
方
で
、
総

合
職
の
採
用
に
は
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
to
Ｂ
企
業
の
た
め
学
生
の
認
知
度
が

低
い
せ
い
で
し
ょ
う
。
新
卒
社
員
は
将

来
的
に
会
社
の
中
核
を
担
う
人
材
に
育

て
た
い
の
で
す
が
、「
ぜ
ひ
採
用
し
た

い
」
と
い
う
総
合
職
の
応
募
者
は
、
期

待
す
る
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
ナ
ビ
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
一
括

採
用
に
加
え
、
人
材
紹
介
会
社
と
提
携

し
、
特
に
不
足
す
る
総
合
職
の
幹
部
候

補
生
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
今
の
学
生
は
、
大
学
で
し
っ
か
り
勉

強
し
て
い
て
、Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
や
語
学
力

が
高
く
、
非
常
に
優
秀
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
人
が
減
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
は
常
に
新
し

い
挑
戦
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
旺
盛
な
学
生
に
も
っ
と
来
て
も

ら
い
た
い
も
の
の
、
こ
う
い
っ
た
志
向

の
学
生
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
志
望

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
弊
社
の
よ
う

な
長
い
伝
統
を
持
つ
企
業
で
も
、
今
は

さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
を
、
多
く
の
学
生
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
で
す
。

企
業
の
人
材
獲
得
戦
略

大
学
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

事
業
拡
大
の
た
め

新
卒
採
用
・
育
成
重
視
へ

新
卒
紹
介
型
の
採
用
も
活
用

募
集
の
門
戸
を
広
げ
る

リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

課
長
代
理

南
出
致
聖

み
な
み
で
ち
さ
と
●
2
0
0
2
年

S
k
y
株
式
会
社
に
入
社
し
、採
用
を

担
当
す
る
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

に
配
属
。2
0
1
2
年
よ
り
新
卒
採
用

を
担
当
す
る
責
任
者
。採
用
で
は
同
社

の
等
身
大
の
姿
を
伝
え
る
の
が
使
命
。

1
9
8
5
年
設
立
。本
社
は
大
阪
府
大
阪
市
。従
業
員
数
1
9
4
3
名
、平
均
年
齢
35・
2
歳
。主
な
事
業
は
、業
務
系
シ

ス
テ
ム
開
発
、家
電
に
組
み
込
む
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
、企
業
や
団
体
の
シ
ス
テ
ム
企
画
・
開
発
・サ
ポ
ー
ト
な
ど
。企
業
理
念

は「
青
空
の
ご
と
く
大
き
な
考
え
で
シ
ス
テ
ム
を
創
る
」こ
と
で
、豊
か
な
情
報
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
。

S
k
y
株
式
会
社

中
途
採
用
中
心
か
ら
新
卒
採
用
増
へ

ス
キ
ル
よ
り
も「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
」重
視

　
弊
社
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開
発
す
る

Ｉ
Ｔ
企
業
。
法
人
向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ

ス
テ
ム
の
設
計
・
開
発
な
ど
、Ｂ
to
Ｂ

事
業
が
中
心
で
す
。
２
０
１
５
年
度
の

売
上
高
は
約
４
０
１
・
９
億
円
で
、
20

年
度
に
は
売
上
高
１
０
０
０
億
円
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。
企
業
と
し
て
生
き

残
る
た
め
に
は
社
会
の
変
化
を
予
測

し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
事
業
拡
大
が
必

要
で
す
。
そ
れ
に
は
人
財
が
最
重
要
、

と
い
う
代
表
の
考
え
が
あ
り
、
社
員
数

も
増
や
す
計
画
で
す
。
そ
こ
で
、
採
用

人
数
も
16
年
度
入
社
者
か
ら
増
や
す
方

向
に
し
ま
し
た
。

　
採
用
す
る
対
象
者
も
、
こ
れ
ま
で
の

中
途
に
よ
る
即
戦
力
採
用
中
心
か
ら
、

新
卒
採
用
者
数
拡
大
へ
と
変
更
。
こ
れ

に
対
応
し
て
、
入
社
後
に
実
践
的
ス
キ

ル
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、
２
０
１

５
年
に
研
修
サ
ポ
ー
ト
を
中
心
に
行
う

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー
ト
部
を
新
設

し
、
育
成
面
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
16
年
度
に
採
用
し
た
新
卒
１
１
０
人

の
内
訳
は
、
８
割
弱
が
Ｓ
Ｅ
な
ど
の
技

術
職
で
、
1
割
が
営
業
職
、
残
り
が
サ

ポ
ー
ト
職
や
事
務
職
に
な
り
ま
す
。
採

用
方
針
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
好
働
力
」。

仕
事
、
仲
間
、
会
社
の
３
つ
が
好
き
で
、

好
き
な
こ
と
を
深
掘
り
で
き
る
人
で

す
。
多
様
な
個
性
を
揃
え
た
い
の
で
す

が
、
中
で
も
重
視
す
る
の
は
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
力
。周
り
を
見
た
う
え
で
、チ
ー

ム
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
弊
社
は
未
上
場
の
Ｂ
to
Ｂ
企
業
の
た

め
、Ｂ
to
Ｃ
企
業
に
比
べ
て
学
生
の
認

知
度
が
低
い
の
が
課
題
で
す
。
そ
の
た

め
、
従
来
の
一
括
採
用
だ
け
で
な
く
、

人
材
紹
介
会
社
を
使
っ
た
紹
介
型
の
採

用
手
法
も
取
り
入
れ
、
弊
社
の
採
用
方

針
に
合
っ
た
学
生
だ
け
を
仲
介
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
方
法
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

学
生
が
複
数
の
会
社
選
択
で
悩
む
場
合

に
、
紹
介
会
社
か
ら
の
第
三
者
的
ア
ド

バ
イ
ス
に
よ
り
学
生
が
納
得
し
た
う
え

で
弊
社
に
入
社
し
や
す
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
17
年
度
は
新
卒
採
用
者
の

う
ち
約
４
分
の
１
を
、
こ
の
方
法
で
採

り
ま
し
た
。

　
20
年
度
に
向
け
た
採
用
強
化
策
で

は
、「
い
い
人
物
は
積
極
的
に
採
用
す

る
が
、
無
理
に
数
を
満
た
す
採
用
を
し

な
い
」
と
い
う
質
重
視
の
ス
タ
ン
ス
で

進
め
ま
す
。
今
後
、
よ
り
一
層
、
紹
介

会
社
の
役
割
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

企
業
の
人
材
獲
得
戦
略

大
学
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

主
体
的
な
判
断
、
行
動
は
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
求
め
ら
れ
ま
す
。
大
学
で

も
こ
う
し
た
経
験
を
す
る
機
会
を
増

や
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
で
の
学
び
と
実
社
会
の
つ
な
が

り
を
考
え
、様
々
な
こ
と
に
興
味
を

持
ち
、経
験
を
通
じ
て
視
野
を
広

げ
る
よ
う
な
教
育
を
期
待
し
ま
す
。

中途による即戦力重視から新卒採用も重視へ 風土変革のための、採用方針・採用手法の見直し
Before After

・「自分で考えて動く」風土

・チームワーク
・リーダーシップ・主体性・自立性

・定期採用して育成（風土変革へ）

・一括採用（就職ナビサイト利用）
・紹介制度（一括で採れない人材を補強）

（変更なし）

・トップダウン型の風土

・チームワーク重視

・必要に応じて不定期採用

・一括採用（就職ナビサイト利用）

・筆記、面接３回

人材戦略

人材要件

採用方針

採用方法

選考プロセス

取材・文／友田千恵　撮影／西村仁見

Before After
・即戦力採用＋新卒採用（併用）

・経験者≒新卒者

・一括採用（就職ナビサイト利用）
・紹介制度（一括の不足数を補強）

・キャリアアップサポート部新設
（主に研修サポートを実施）

・即戦力採用

・経験者＞新卒者

・一括採用
（就職ナビサイト利用）

（さまざまな研修制度あり）

戦略

対象

新卒
採用方法

育成


